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堀
本

裕
樹
氏

    

（「
蒼
海
」主
宰
）

講
師

俳
縁
と
い
う
不
思
議

演
題

記
念

講
演

10時～１1時芭蕉蛤塚忌

１2時30分～１7時全国俳句大会

大垣市総合福祉会館
大垣市馬場町124

１０月20日（日）
令和6年

事
前
投
句

当
日
投
句

受付／令和6年１０月20日（大会当日）
　　　9時～11時30分
投句／当日席題提示  １句
表彰／大会当日16時頃から結果発表、表彰
選者／加古 宗也、伊藤 政美、
　　　大野 鵠士、櫂 未知子、
　　　清水 青風、辻 恵美子、
　　　足立 賢治、寺田 好子、
　　　名和 永山

小中高校生の部

一般の部

締切／令和6年７月5日（金）（当日消印有効）

選者／伊藤 政美、井上 康明、今井 聖、大野 鵠士、大堀 武直、櫂 未知子、
加古 宗也、田中 青志、西村 和子、堀本 裕樹（50音順）

締切／令和6年7月12日（金）（当日消印有効）

選者／伊藤 政美、小森 広司、清水 青風、辻 恵美子、
名和 永山、横田 欣子（50音順）

「
清
流
の
国
ぎ
ふ
」文
化
祭
2
0
2
4

奥
の
細
道
む
す
び
の
地「
大
垣
」

投句はココから

主 催／文化庁、厚生労働省、岐阜県、大垣市、「清流の国ぎふ」文化祭2024実行委員会、「清流の国ぎふ」文化祭2024大垣市実行委員会、
「大垣」全国俳句大会実行委員会

協力／岐阜県俳句作家協会
後 援／大垣市教育委員会、俳句ユネスコ無形文化遺産登録推進協議会

－ 法務省 人権啓発キャッチコピー －
「誰か」のこと　じゃない。



当
日
投
句令

和
六
年
十
月
二
十
日（
大
会
当
日
）　

九
時
〜
十
一
時
三
十
分

受

付

大
会
当
日
十
六
時
頃
か
ら
結
果
発
表
、表
彰
。

選
考
基
準
は
事
前
投
句
の
部
に
準
じ
ま
す
。

結
果
発
表

当
日
席
題
提
示  

一
句

投

句

記
念
講
演

堀
本  

裕
樹
氏（「
蒼
海
」主
宰
）

講
師

俳
縁
と
い
う
不
思
議

演
題

「
芭
蕉
蛤
塚
忌
」

十
時
〜
十
一
時

献
句
披
講
、献
花
、献
句
流
し　

な
ど

「
全
国
俳
句
大
会
」
十
二
時
三
十
分
〜
十
七
時

事
前
投
句
表
彰
、記
念
講
演
、当
日
投
句
表
彰　

な
ど

令
和
六
年
十
月
二
十
日（
日
）

開
催
日

大
垣
市
総
合
福
祉
会
館（
大
垣
市
馬
場
町
一
二
四
）

会

場

芭
蕉
蛤
塚
忌
全
国
俳
句
大
会

こ
う
ち
ょ
う

き

ま
た
ひ
か
り
求
め
て
ゆ
く
や
蛤
塚
忌

堀
本
裕
樹

本
大
会
は
、
平
成
六
年
の
芭
蕉
翁
没
後
三
〇
〇
年
を
記
念
し
て
、
そ
の

遺
徳
を
偲
ぶ
た
め「
芭
蕉
蛤
塚
忌
全
国
俳
句
大
会
」と
改
称
し
ま
し
た
。

　
「
美
濃
の
芭
蕉
忌
」
と
し
て
の
「
蛤
塚
忌
」
が
『
平
成
俳
句
歳
時
記
冬
編
』

（
北
溟
社
編　

平
成
二
十
一
年
二
月
発
行
）で「
芭
蕉
忌
」の
傍
題
と
し
て
採
録

さ
れ
、時
雨
忌
、桃
青
忌
、翁
忌
な
ど
と
肩
を
並
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

蛤
塚
忌

こ
う
ち
ょ
う

き

季
語
と
し
て
の

事
前
投
句
作
品
募
集
要
項

小
中
学
生
は
在
籍
す
る
学
校
か
ら
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

高
校
生
は
学
校
か
ら
で
も
個
人
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

※

Ａ・Ｂ・Ｃ
作
品
と
も
未
発
表
で
自
作
の
作
品
と
し
ま
す
。

※

盗
作
、類
句
、二
重
投
句
に
つ
い
て
は
、賞
の
対
象
と
は
し
ま
せ
ん
。故
意
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、該
当
す
る
場
合
は
、

　

結
果
発
表
の
後
で
あ
っ
て
も
賞
を
取
り
消
し
ま
す
。

※

応
募
作
品
の
訂
正
、取
り
消
し
及
び
投
句
料
の
返
還
に
は
応
じ
ま
せ
ん
。

Ａ
作
品　
（
一
般
）三
句
一
組（
四
季
雑
詠
、何
組
で
も
可
）

Ｂ
作
品　
（
一
般
）一
編
二
〇
句
を
一
組・題
名
記
入（
四
季
雑
詠
、何
編
で
も
可
）

Ｃ
作
品　
（
小・中・高
校
生
）小・中・高
校
生
作
品（
一
人
二
句
ま
で
）

募
集
部
門

〒
五
〇
三

－

八
六
〇
一　

岐
阜
県
大
垣
市
丸
の
内
二
丁
目
二
九
番
地

大
垣
市
教
育
委
員
会　

文
化
振
興
課
内　
「
大
垣
」全
国
俳
句
大
会
実
行
委
員
会
事
務
局

電
話　

〇
五
八
四

－

四
七

－

八
〇
六
七

投
句
先

文
部
科
学
大
臣
賞
、選
者
特
選
賞
、蛤
塚
忌
賞
、芭
蕉
賞
、木
因
賞　

ほ
か

賞

※

Ａ・Ｂ
投
句
者
全
員
に
、入
選
句
集
を
進
呈
し
ま
す
。

ク
リ
ス
タ
ル
ト
ロ
フ
ィ
ー
と
賞
金（
商
品
券・図
書
カ
ー
ド
）

副　
　

賞

Ａ
作
品　

一
組
に
つ
き
一
〇
〇
〇
円

Ｂ
作
品　

一
編
に
つ
き
三
〇
〇
〇
円

Ｃ
作
品　

無
料

投
句
料

Ａ・Ｂ
作
品
と
も
郵
便
小
為
替・現
金
書
留・郵
便
振
込・銀
行
振
込
の
い
ず
れ
か
で
投
句
料
を
納
入
し
て
く
だ
さ
い
。

入
金
方
法

郵
便
払
込
先
（
加
入
者
名
）「
大
垣
」全
国
俳
句
大
会
実
行
委
員
会

〈
口
座
記
号
〉
0
0
8
7
0

－

5　
〈
口
座
番
号
〉
1
8
6
5
2
5

銀
行
振
込
先

大
垣
共
立
銀
行  

大
垣
市
役
所
出
張
所

〈
口
座
番
号
〉
普
通
預
金　

5
1
8
2
8

受
取
人　

大
垣
全
国
俳
句
大
会
実
行
委
員
会　

委
員
長　

安
田
隆
夫

投
句
締
切

令
和
六
年
七
月
五
日（
当
日
消
印
有
効
）

た
だ
し
Ｃ
作
品
に
つ
い
て
は
令
和
六
年
七
月
十
二
日（
当
日
消
印
有
効
）

発
表
予
定

入
賞
者
に
は
令
和
六
年
九
月
下
旬
に
文
書
に
て
直
接
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。

投句はココから

投
句
方
法

所
定
の
用
紙
か
原
稿
用
紙
に
、楷
書
で
、郵
便
番
号・住
所（
番
地
ま
で
）・本
名（
俳
号
）・電
話

番
号
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

Ａ・Ｂ
作
品
に
つ
い
て
は「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
俳
句
」か
ら
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
投
句
も

で
き
ま
す
。

おがっきぃ
大垣市マスコットキャラクター

おあむちゃん
大垣市マスコットキャラクター

略
歴
：
昭
和
四
九
年
、和
歌
山
県
生
ま
れ
。國
學
院
大
學
卒
。俳
人
協
会
幹
事
。

二
松
学
舎
大
学
非
常
勤
講
師
。二
〇
二
二
年
度「
N
H
K
俳
句
」選
者
。

『
サ
ン
デ
ー
毎
日
』俳
句
欄
選
者
。

　
第
二
回
北
斗
賞
、第
三
六
回
俳
人
協
会
新
人
賞
、第
十
一
回
日
本
詩
歌

句
随
筆
評
論
大
賞
受
賞
。

　
著
者
に
句
集『
熊
野
曼
荼
羅
』、第
二
句
集『
一
栗
』、『
俳
句
の
図
書

館
』、又
吉
直
樹
と
の
共
著『
芸
人
と
俳
人
』な
ど
多
数
。小
説「
桜
木
杏
、

俳
句
は
じ
め
て
み
ま
し
た
』は
、広
瀬
す
ず
主
演
で
ド
ラ
マ
化
。




